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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第45期

第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自  平成21年
      ４月21日
至  平成21年
      10月20日

自  平成22年
      ４月21日
至  平成22年
      10月20日

自  平成21年
      ７月21日
至  平成21年
      10月20日

自  平成22年
      ７月21日
至  平成22年
      10月20日

自  平成21年
      ４月21日
至  平成22年
      ４月20日

売上高 (千円) 3,248,9593,534,6281,997,2272,059,7438,774,060

経常利益 (千円) 281,982 385,652 284,169 286,3171,325,338

四半期(当期)純利益 (千円) 164,448 214,767 166,047 166,619 733,896

純資産額 (千円) ― ― 6,579,6996,970,5977,113,069

総資産額 (千円) ― ― 9,791,71610,065,24011,629,661

１株当たり純資産額 (円) ― ― 943.66 1,080.181,022.52

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 24.40 32.96 24.64 26.47 108.89

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 64.96 67.03 59.26

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 455,785 220,686 ― ― 1,049,815

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △299,710△183,318 ― ― △443,843

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,322△363,587 ― ― △117,984

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 706,532 749,5331,075,783

従業員数 (名) ― ― 240 244 249

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載いたしており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年10月20日現在

従業員数(名) 244

(注) 　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年10月20日現在

従業員数(名) 144

(注) 　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

理科学機器設備 448,431 ―

保健医科機器 ― ―

産業用機器 100,138 ―

合計 548,569 ―

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

理科学機器設備 1,094,858 ― 410,802 ―

保健医科機器 351,421 ― 22,041 ―

産業用機器 309,633 ― 157,245 ―

合計 1,755,914 ― 590,089 ―

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

理科学機器設備 1,358,213 ―

保健医科機器 423,322 ―

産業用機器 278,207 ―

合計 2,059,743 ―

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

1.　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間は、第１四半期に引き続き学校校舎の耐震化予算の執行が促進され、理科学機

器設備の需要は大きく伸びました。また民間の設備投資も復元し、とりわけＩＴ・半導体関連の活況から産

業用機器も増収となりました。 

　この結果、売上高は20億59百万円（前年同四半期比3.1％増）、営業利益２億73百万円（同 0.1％増）、経

常利益２億86百万円（同0.8％増）、四半期純利益１億66百万円（同0.3％増）となりました。 

なお、セグメントの業績につきましては次のとおりであります。

①　理科学機器設備 

前年度の理科補正予算に伴う理科学機器の整備は第２四半期に入って一巡しましたが、学校校舎の耐震

化工事の進展に伴う実習台や収納戸棚類の需要が大幅に増加したことから増収となり、売上高は13億58百

万円、セグメント利益は１億70百万円となりました。

②　保健医科機器 

前期のインフルエンザ関連需要が収まったことに加え、ＡＥＤの販売が低調に推移したことにより減収

となり、売上高は４億23百万円、セグメント利益は73百万円となりました。

③　産業用機器

国内のＩＴ関連需要の増加に伴い、半導体製造業界を中心に設備投資が上向きとなりました。これにより

製造設備の配管部に使用される保温・加熱用電気ヒーターの販売が伸長し増収となり、売上高は２億78百

万円、セグメント利益は43百万円となりました。

2.　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は100億65百万円となり、前連結会計年度末に比べて15億64百万円

減少しました。これは主に、現金及び預金が３億26百万円、受取手形及び売掛金が12億72百万円減少したこ

と等によるものであります。負債は30億94百万円となり、前連結会計年度末に比べて14億21百万円減少しま

した。これは主に、支払手形及び買掛金が６億62百万円、未払法人税等が５億10百万円減少したこと等によ

るものであります。純資産は69億70百万円となり、自己資本比率は67.0％となりました。

3.　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」)は、営業活動により24百万円

の増加、投資活動により34百万円の増加、財務活動により２億72百万円の減少などの結果、当第２四半期連

結会計期間末は第１四半期連結会計期間末に比べ２億13百万円減少し、７億49百万円となりました。 

　当第２四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

　当第２四半期連結会計期間における営業活動により得られた資金は、営業利益２億84百万円の計上(前年

同四半期比1百万円増)がありましたが、仕入債務の減少による支出が、前年同四半期に比べ３億31百万円増

加したことなどにより、24百万円(前年同四半期比２億69百万円減)となりました。 

　投資活動により獲得した資金は、有価証券の取得、売却の純増額が45百万円になったことなどにより、34百

万円の獲得(前年同四半期は86百万円の使用)となりました。 

　財務活動により支出した資金は、自己株式の取得による支出などにより、２億72百万円(前年同四半期比２

億36百万円増)となりました。 

4.　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

5.　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における研究開発費の総額は33,458千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,200,000

計 27,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年10月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年12月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,801,760 6,801,760
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 6,801,760 6,801,760― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月21日～
　　平成22年10月20日

― 6,801,760 ― 787,299 ― 676,811

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年10月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

㈱やがみビル 愛知県名古屋市天白区弥生が岡327番地 2,790 41.01

㈲八世クリエイト 愛知県名古屋市天白区弥生が岡327番地 530 7.79

㈱八神製作所 愛知県名古屋市中区千代田２―16―30 310 4.55

八　神　　　基 愛知県名古屋市天白区 295 4.33

御園サービス㈱ 愛知県名古屋市北区平安２―15―56 181 2.66

ヤガミ従業員持株会 愛知県名古屋市中区丸の内３―２―29 171 2.51

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 170 2.49

名古屋中小企業投資育成㈱ 愛知県名古屋市中村区名駅南１―16―30 162 2.38

八　神　昌　裕 愛知県名古屋市天白区 121 1.77

第一生命保険㈱
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行㈱)

東京都千代田区有楽町１―13―１
(東京都中央区晴海１―８―12晴海アイ
ランドトリトンスクエアオフィスタワー
Ｚ棟)

110 1.61

計 ― 4,840 71.16

(注)　上記のほか当社所有の自己株式556千株(8.17%)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年10月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　556,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式6,241,000 6,241 ―

単元未満株式 普通株式　　4,760 ― ―

発行済株式総数 6,801,760― ―

総株主の議決権 ― 6,241 ―

(注)　単元未満株式数には、当社所有の自己株式５株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年10月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社　ヤガミ

名古屋市中区丸の内三丁

目２番29号
556,000 ― 556,000 8.17

計 ― 556,000 ― 556,000 8.17

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月

最高(円) 579 577 573 583 573 568

最低(円) 540 540 551 540 551 538

(注)　１　最高・最低株価は名古屋証券取引所(市場第二部)におけるものであります。

２　上記の月別最高・最低株価は、20日を基準とした月別になっており、５月は４月21日から５月20日まで以後同

様になっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月21日から平成21年10月20日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月21日から平成21年10月20日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月21日から平成22年10月20日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月21日から平成22年10月20日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月21

日から平成22年10月20日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月21日から平成21年10月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月21日から平成22年10月20日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月21日から平成22年10月20日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、監査法人東海会計社により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年４月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,350,533 2,676,783

受取手形及び売掛金 2,040,121 3,312,398

有価証券 620,685 566,603

商品及び製品 665,891 687,162

仕掛品 78,856 69,559

原材料及び貯蔵品 231,574 221,171

繰延税金資産 77,443 177,551

その他 54,213 34,378

貸倒引当金 △3,478 △4,725

流動資産合計 6,115,841 7,740,882

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 926,808

※
 953,549

土地 1,850,525 1,850,525

その他（純額） ※
 134,632

※
 126,697

有形固定資産合計 2,911,966 2,930,771

無形固定資産

ソフトウエア 174,769 32,408

ソフトウエア仮勘定 － 149,100

その他 4,555 4,555

無形固定資産合計 179,324 186,063

投資その他の資産

投資有価証券 507,433 429,130

繰延税金資産 175,977 172,181

その他 178,562 174,551

貸倒引当金 △3,864 △3,919

投資その他の資産合計 858,108 771,943

固定資産合計 3,949,399 3,888,778

資産合計 10,065,240 11,629,661
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年４月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,608,957 2,271,620

短期借入金 120,000 120,000

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

未払金 96,357 126,924

未払法人税等 49,062 559,242

賞与引当金 107,971 255,115

その他 112,967 188,666

流動負債合計 2,115,317 3,541,568

固定負債

社債 40,000 50,000

繰延税金負債 146,526 142,380

退職給付引当金 251,290 247,577

役員退職慰労引当金 277,739 300,687

その他 263,770 234,377

固定負債合計 979,325 975,023

負債合計 3,094,642 4,516,592

純資産の部

株主資本

資本金 787,299 787,299

資本剰余金 676,811 676,811

利益剰余金 5,586,362 5,452,472

自己株式 △312,923 △40,235

株主資本合計 6,737,550 6,876,348

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 9,003 15,195

評価・換算差額等合計 9,003 15,195

少数株主持分 224,043 221,525

純資産合計 6,970,597 7,113,069

負債純資産合計 10,065,240 11,629,661
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月21日
　至 平成21年10月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月21日
　至 平成22年10月20日)

売上高 3,248,959 3,534,628

売上原価 2,013,464 2,168,798

売上総利益 1,235,494 1,365,830

販売費及び一般管理費 ※
 977,496

※
 1,005,939

営業利益 257,998 359,890

営業外収益

受取利息 5,488 2,963

有価証券利息 4,344 3,250

受取配当金 1,606 1,713

不動産賃貸料 24,775 32,809

その他 2,191 2,209

営業外収益合計 38,406 42,945

営業外費用

支払利息 1,645 1,185

社債利息 277 210

不動産賃貸費用 11,184 14,464

その他 1,314 1,322

営業外費用合計 14,422 17,183

経常利益 281,982 385,652

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,861 1,303

特別利益合計 1,861 1,303

特別損失

固定資産除却損 84 25

投資有価証券評価損 － 10,769

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,241

特別損失合計 84 18,036

税金等調整前四半期純利益 283,759 368,919

法人税、住民税及び事業税 104,737 46,962

法人税等調整額 14,203 104,672

法人税等合計 118,941 151,634

少数株主損益調整前四半期純利益 164,818 217,285

少数株主利益 370 2,517

四半期純利益 164,448 214,767
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月21日
　至 平成21年10月20日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月21日
　至 平成22年10月20日)

売上高 1,997,227 2,059,743

売上原価 1,238,261 1,260,884

売上総利益 758,965 798,858

販売費及び一般管理費 ※
 485,323

※
 524,877

営業利益 273,642 273,981

営業外収益

受取利息 2,664 1,180

有価証券利息 1,903 1,474

不動産賃貸料 12,292 17,847

その他 1,254 689

営業外収益合計 18,114 21,191

営業外費用

支払利息 935 622

社債利息 133 99

不動産賃貸費用 5,527 8,001

その他 991 131

営業外費用合計 7,587 8,855

経常利益 284,169 286,317

特別利益

貸倒引当金戻入額 △664 △98

特別利益合計 △664 △98

特別損失

固定資産除却損 7 －

投資有価証券評価損 － 1,368

特別損失合計 7 1,368

税金等調整前四半期純利益 283,497 284,850

法人税、住民税及び事業税 102,830 44,760

法人税等調整額 10,189 70,453

法人税等合計 113,020 115,214

少数株主損益調整前四半期純利益 170,477 169,635

少数株主利益 4,429 3,016

四半期純利益 166,047 166,619
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月21日
　至 平成21年10月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月21日
　至 平成22年10月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 283,759 368,919

減価償却費 50,381 63,378

退職給付引当金の増減額（△は減少） 481 3,712

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △16,059 △22,948

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,166 △147,143

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,861 △1,303

受取利息及び受取配当金 △11,439 △7,926

支払利息 1,923 1,396

投資有価証券評価損益（△は益） － 10,769

売上債権の増減額（△は増加） 303,709 1,273,442

たな卸資産の増減額（△は増加） △96,979 1,571

仕入債務の増減額（△は減少） 13,994 △665,807

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,241

その他 △8,215 △121,699

小計 506,527 763,603

利息及び配当金の受取額 7,673 8,514

利息の支払額 △1,619 △1,241

法人税等の支払額 △56,795 △550,189

営業活動によるキャッシュ・フロー 455,785 220,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,601,000 △3,101,000

定期預金の払戻による収入 1,551,000 3,101,000

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △665,760 △764,467

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

532,174 612,558

有形固定資産の取得による支出 △53,334 △10,277

無形固定資産の取得による支出 △63,678 △26,550

長期貸付金の回収による収入 500 500

保険積立金の解約による収入 3,810 －

保険積立金の積立による支出 △3,798 △3,430

その他 377 8,348

投資活動によるキャッシュ・フロー △299,710 △183,318

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 14,000 －

長期借入金の返済による支出 △845 －

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

自己株式の取得による支出 － △272,688

配当金の支払額 △40,477 △80,899

財務活動によるキャッシュ・フロー △37,322 △363,587

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118,752 △326,250

現金及び現金同等物の期首残高 587,779 1,075,783

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 706,532

※
 749,533
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月21日  至  平成22年10月20日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日)を適用しています。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益と経常利益は116

千円減少し、税金等調整前四半期純利益は7,357千円減少しています。

また、当会計基準の適用開始による資産除去債務の変動額は7,935千円

であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月21日  至  平成22年10月20日)

　
(四半期連結損益計算書関係)

　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令(平成21年３月24日内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間及び当第２四

半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月21日  至  平成22年10月20日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高は、実地棚卸を省略し前連結会

計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しており

ます。

２  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計

年度に係わる年間の減価償却費の額を期間按分する方法により算出し

ております。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の

　　算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月21日　至　平成22年10月20日)

該当する事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月20日)

前連結会計年度末
(平成22年４月20日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

1,745,572千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

1,694,330千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月21日
　至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月21日
　至  平成22年10月20日)

※販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は次の

とおりです。

※販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は次の

とおりです。

　給与及び賞与 337,076千円　給与及び賞与 352,837千円

　賞与引当金繰入額 80,154千円　賞与引当金繰入額 90,153千円

　退職給付費用 24,083千円　退職給付費用 26,827千円

　役員退職慰労引当金繰入額 6,865千円　役員退職慰労引当金繰入額 8,510千円

　荷造運搬費 70,793千円　荷造運搬費 78,935千円

　減価償却費 25,303千円　減価償却費 32,802千円

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月21日
　至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月21日
　至  平成22年10月20日)

※販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は次の

とおりです。

※販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は次の

とおりです。

　給与及び賞与 163,939千円　給与及び賞与 178,332千円

　賞与引当金繰入額 39,472千円　賞与引当金繰入額 44,019千円

　退職給付費用 14,682千円　退職給付費用 11,852千円

　役員退職慰労引当金繰入額 3,220千円　役員退職慰労引当金繰入額 5,266千円

　荷造運搬費 42,564千円　荷造運搬費 46,268千円

　減価償却費 12,768千円　減価償却費 20,831千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月21日
至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月21日
至  平成22年10月20日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,307,532千円

預入期間が３か月超の
定期預金

  △1,601,000千円

現金及び現金同等物 706,532千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,350,533千円

預入期間が３か月超の
定期預金

△1,601,000 千円

現金及び現金同等物 749,533千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年10月20日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月21日　

至　平成22年10月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,801,760

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 556,005

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月13日
定時株主総会

普通株式 80,877 12平成22年４月20日平成22年７月14日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるのもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月５日
取締役会

普通株式 37,474 ６ 平成22年10月20日平成23年１月６日 利益剰余金

　

５  株主資本の著しい変動

当社は、当第２四半期連結会計期間において、取締役会決議に基づき、自己株式を494,000株、 

272,688千円を取得いたしました。なお、当第２四半期連結会計期間末における自己株式は556,005株、

312,923千円となっております。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月21日  至  平成21年10月20日)

　

　
理科学
機器設備
(千円)

保健医科
機器
(千円)

産業用機器
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 1,265,791473,242258,1931,997,227 ― 1,997,227

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,265,791473,242258,1931,997,227 ― 1,997,227

営業利益 201,772131,22131,635364,629(90,987)
273,642

 

(注) １　事業の種類別区分は、商品の主たる用途を考慮して区分しております。

２　各区分の主要な商品

種類別区分 主要品目

理科学機器設備 収納壁、調理台、実験台、顕微鏡、電源装置、滅菌器

保健医科機器
蘇生法教育人体モデル、ＡＥＤ(自動体外式除細動器)、視力・聴力検査器、身
長計、体重計

産業用機器 保温・加熱用電気ヒーター、環境試験機器

　

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月21日 至 平成21年10月20日)

　

　
理科学
機器設備
(千円)

保健医科
機器
(千円)

産業用機器
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 1,865,234957,950425,7743,248,959 ― 3,248,959

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,865,234957,950425,7743,248,959 ― 3,248,959

営業利益 173,454238,28835,910447,653(189,654)257,998

(注) １　事業の種類別区分は、商品の主たる用途を考慮して区分しております。

２　各区分の主要な商品

種類別区分 主要品目

理科学機器設備 収納壁、調理台、実験台、顕微鏡、電源装置、滅菌器

保健医科機器
蘇生法教育人体モデル、ＡＥＤ(自動体外式除細動器)、視力・聴力検査器、身
長計、体重計

産業用機器 保温・加熱用電気ヒーター、環境試験機器
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【所在地別セグメント情報】

 前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月21日  至  平成21年10月20日)並びに前第２四半期連結

累計期間(自 平成21年４月21日 至 平成21年10月20日)

　本邦以外の国または地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当する事項はありません。

　

【海外売上高】

 前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月21日  至  平成21年10月20日)

　海外売上高が、連結売上高の10%未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月21日  至  平成21年10月20日)

　海外売上高が、連結売上高に占める割合が10%以上のセグメントがないため、海外売上高合計のみを記載

しております。

　

Ⅰ　海外売上高　（千円） 325,426

Ⅱ　連結売上高　（千円） 3,248,959

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％) 10.0
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、商品グループ別の事業本部を置き、各事業本部は各商品グループについて包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

従って、当社は事業本部を基礎とした商品グループ別セグメントから構成されており、「理科学機器設

備」、「保健医科機器」及び「産業用機器」の３つを報告セグメントとしております。

「理科学機器設備」は収納壁、調理台、実験台、顕微鏡、電源装置、滅菌器等を当社が販売しております。こ

のうち収納壁、調理台、実験台等の木工商品は㈱ヤガミファニテクが製造しております。また滅菌器等は㈱

平山製作所が製造し、独自ルートでも販売しております。「保健医科機器」は、蘇生法教育人体モデル、ＡＥ

Ｄ(自動体外式除細動器)、視力・聴力検査器、身長計、体重計等を当社が販売しております。「産業用機器」

は、保温・加熱用電気ヒーターを当社が販売し、環境試験機器等を㈱平山製作所が製造・販売しておりま

す。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月21日  至  平成22年10月20日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損
益計書計上額

(注)２
理科学機器
設備

保健医科
機器

産業用
機器

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,185,436796,250552,9403,534,628 ― 3,534,628

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,185,436796,250552,9403,534,628 ― 3,534,628

セグメント利益 182,779134,72268,717386,220△567 385,652

(注) １　セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月21日  至  平成22年10月20日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結損
益計書計上額

(注)２
理科学機器設

備
保健医科
機器

産業用
機器

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,358,213423,322278,2072,059,743 ― 2,059,743

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,358,213423,322278,2072,059,743 ― 2,059,743

セグメント利益 170,54273,40243,311287,255△938 286,317

(注) １　セグメント間取引消去によるものであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年10月20日)

前連結会計年度末
(平成22年４月20日)

　 　

　 1,080.18円
　

　 　

　 1,022.52円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年10月20日)

前連結会計年度末
(平成22年４月20日)

純資産の部の合計額(千円) 6,970,597 7,113,069

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 6,746,553 6,891,543

差額の主な内訳(千円)
　少数株主持分

224,043 221,525

普通株式の発行済株式数(株) 6,801,760 6,801,760

普通株式の自己株式数(株) 556,005 62,005

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 6,245,755 6,739,755

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月21日
至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月21日
至  平成22年10月20日)

１株当たり四半期純利益金額 24.40円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 32.96円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月21日
至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月21日
至  平成22年10月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 164,448 214,767

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 164,448 214,767

普通株式の期中平均株式数(株) 6,740,020 6,515,700
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月21日
至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月21日
至  平成22年10月20日)

１株当たり四半期純利益金額 24.64円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 26.47円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月21日
至  平成21年10月20日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月21日
至  平成22年10月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 166,047 166,619

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 166,047 166,619

普通株式の期中平均株式数(株) 6,740,020 6,294,081

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第46期(平成22年４月21日から平成23年４月20日まで)中間配当については、平成22年11月５日開催の取

締役会において、平成22年10月20日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。

①  配当金の総額                                37,474千円

②  １株当たりの金額                              ６円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成23年１月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月27日

株式会社ヤガミ

取締役会  御中

　

監査法人東海会計社

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    古　橋　富　夫    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　島　浩　司    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヤガミの平成21年４月21日から平成22年４月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

21年７月21日から平成21年10月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月21日から平成21年10月

20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤガミ及び連結子会社の平成21年10

月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月29日

株式会社ヤガミ

取締役会  御中

　

監査法人東海会計社

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    古　橋　富　夫    印

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　島　浩　司    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヤガミの平成22年４月21日から平成23年４月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

22年７月21日から平成22年10月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月21日から平成22年10月

20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤガミ及び連結子会社の平成22年10

月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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